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§１．研究成果の概要 

 

植物は突如として発生する病害微生物の攻撃に対し、巧妙に生体応答を駆動する事でそれら

に対する抵抗性を発揮する。本研究では、シロイヌナズナの根の先端部を覆う側部根冠(Lateral 

root cap :LRC)に着目し、そのユニークな組織形成と防御二次代謝を介した防御応答を統御する

機構を明らかにする事で、根の病害抵抗反応の時空間動態とその分子制御系を解き明かす。 

2020年度の研究から、細胞レベルでターンオーバーをする LRCにおいて、細胞が存在位置に

依存した固有の細胞機能を駆動する事で二次代謝経路を空間的に分離し、時空間的に高度に制

御された抵抗反応を発動する事を見出しつつある。2021年度においては、病害微生物に応じて

内層 LRCで生じるトリプトファン由来防御二次代謝経路の活性化を担う子経路の探索を行い、微

生物および植物細胞壁由来の分子パターン認識が起因となり、防御二次代謝の活性化されること

を見出した。さらには、LRC細胞内で構築される該当代謝経路の酵素群複合体であるメタボロンを

可視化する研究技術の構築に成功した。この新たな技術をもとに、トリプトファン由来防御二次代

謝経路の１つであるインドールグルコシノレート経路の酵素間相互作用について解析を行った。そ

の結果、ER局在型 P450酵素である CYP79B3 と SUR2の間の相互作用に加え、細胞質局在型

の UGT74B1に関しても、SUR2 との相互作用を検出することに成功した。また、病原性糸状菌に

応答し、これら酵素複合体は、LRC細胞内で構築されることを実証した。今後、更なる解析を通

じ、トリプトファン由来防御二次代謝経路の酵素複合体メタボロンの構築動態を明らかにする。 


